
介護現場の革新～ささづ苑の挑戦～
～職員みんなが知恵を出し、法人ブランド力アップを目指して～

特別養護老人ホーム ささづ苑
理事施設長 岩井 広行
http://www.sasazuen.or.jp

令和元年11月16日(土)

令和元年度 宮城県気仙沼保健福祉事務所 介護人材確保・定着支援研修
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社会福祉法人宣長康久会とは
（特別養護老人ホームささづ苑とは）

• 富山市南部に位置する高齢者施設

• 平成11年4月に開設

• 特養定員70名(従来型48名、ユニット型22名)

• 短期定員20名、通所定員35名

• 居宅介護支援センターと地域包括支援センター

• 従業員数130名(うち正社員90名)

• 平成29年8月 地域密着型特養「ささづ苑かすが」開設
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ささづ苑の周辺環境および外観

ささづ苑 ささづ苑かすが

周辺環境富山市内から立山連峰
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ユニット型特養ホーム ささづ苑かすが
• 省エネ性の高い先進的な老人福祉施設として、

H２８年度 経済産業省のZEB実証事業で採択
• ＺＥＢ※化設備の概要

(ネット・ゼロ・エネルギー・ビル)

• 設備費の２／３が補助

• 光熱費が６０％ＯＦＦ
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H28年度新築の福祉施設では全国で唯一採択
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経営理念
平成27年4月改定

１．特長

全職員で知恵を出し、

半年かけて全面改定

２．５Ｓの基本理念

さ し す せ そ

３．行動指針

④ 自己実現

→ 自身の進化に挑戦し

達成感を得る
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自己紹介

• 昭和33年生まれ 61才 富山県出身

• 昭和55年3月 国立大学 経済学部を卒業
• 昭和55年4月 ㈱北陸銀行入行

富山県、石川県、福井県、北海道、
東京、名古屋、本部勤務を経験

• 平成21年7月 ささづ苑に現役出向し、施設長就任
• 平成22年7月 ささづ苑に転籍、現在に至る

• 保有資格 介護支援専門員

• 公 職 等 富山県老施協副会長、富山県社会福祉法人経営協理事
富山市社会福祉審議会委員、富山市社協理事
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福祉の職場って不思議なところ①

• 来苑される方、電話してこられる方はお客様？

• 言葉づかいや身なり・服装は？おもてなしをする人？

ご家族にとって、とても大切な人を任せているところ

ホテル、レストラン、デパート、銀行 などと同じ
→ 不愉快な思いをすると、２度と利用しない

更に家族や友達などに、その思いを何人にも伝える

医療・福祉は産業分類上はサービス業
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福祉の職場って不思議なところ②

• 施設長が何か聞きたいときに職員がいない

• 施設長が指示や質問したことの報告・回答がない

• 事務所⇔職員間の連絡や事務の集約方法は

• 各部署間ごとの依頼や連絡方法は

【コミュニケーション・システムが途上な組織】
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福祉の職場って不思議なところ③

【情報化や福祉用具の設備投資は不要？】

• 施設内情報のＩＴ化

• データに基づく現状分析・業務改善

• 介護業務への設備投資

• 法人情報の外部への発信
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介護人材に関するアンケート調査
～2019.8.21福祉医療機構 経営サポートセンター～ H31/4調査

• 特養のうち72.9％の施設が人員不足

• 12.9％の施設は本体orは併設施設で利用者制限

• 利用制限をしている施設においての利用率

平均利用率 82.2％ 平均空床数 13.9床

• H31/4の新卒者採用なし 53.2％
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他法人(施設)との差別化を目指して
• 求人募集しても人が集まらない

• 就職希望者から選ばれる”魅力ある職場” ＝ 差別化

• 差別化とは少しの違いでは差別化とは言えない
① 他の法人が絶対に(容易に)マネできない

または

② 追いつくまでに相当の時間と労力を要する

(某民間企業向けコンサルタント 談)
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“社員は家族”ではない！
㈱リンクアンドモチベーション 小笹芳央会長 のことば

• 社員は同志や家族ではない
社員は辞めるときは辞めていく
そのほとんどが相談ではなく報告

• 社員は“投資家”である
社員は人生において最も重要な時間と労力、経験と
技術を会社に投じてくれている

• 社員に今後も投資を続けてもらえる会社になるため
の魅力づくりをしていくことが大切
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魅力ある職場を目指して 4本の柱

1. 腰痛予防対策

2. ＩＴ機器導入による生産性向上

3. ブランド力アップへのチャレンジ

4. 積極的な情報発信
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職員の採用状況について
区分 H29/1-6 7-12 H30/1-6 7-12 H31/1-9 合計

介護職員
正 ７ ５ ４ ９ ３ ２８

準 １ ６ ２ ３ ２ １４

看護職員
正 １ ２ ３

準 ３ 1 ４

介護支援専門員
管理栄養士

ＰＴ・ＯＴ・柔整

正 ２ ３ ２ ７

準

その他
正 ３ ３

準 １ １ １ 1 ４

合計
正 １０ ７ ７ １２ ５ ４１

準 ２ １０ ３ ５ ２ ２２

Ｈ２９/１からの２年９か月で 介護職員４２名、看護職員７名など
合計６３名の職員を採用できた
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人材確保・育成ＰＪチームの立ち上げ
１．発足の経緯

H29/8 新施設の開設で、現場は深刻な人員不足

２．チーム構成員

社内公募で全部署から有志を募り、10名で発足

施設長直轄のチームで、権限移譲し機動性確保

３．活動期間

平成30年6月1日 ～ 同年12月31日 7か月間

４．活動内容

人材の確保・育成・定着化に関すること

（既存概念にとらわれず、何でもありのスタンス）
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ＰＪチームの採用活動から
• 富山県社協主催 「福祉のお仕事フェア」

• アタック作戦（職員による個別勧誘活動）

• 求人募集チラシの作成・配付

• 求人希望者の施設見学対応

• ＨＰ修正や人事制度改革に関する提言 など
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アタック作戦（職員による紹介運動）
• 活動概要 全職員による個別勧誘による紹介

• 活動内容 一人５件を目標に、知人・友人・元同僚 等に
対して、個別に接触して入職を勧誘

• 実施期間 平成30年7月2日 ～ 31日

• 法人支援 飲食をした場合は、費用法人負担

• フォロー策 各職員から接触者リスト（固有名なし）を提出
ＰＪチームから定期的に進捗状況フォロー

• 特記事項 採用につなげた職員への報奨金等の支給はなし
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効果的であった求人募集チラシ
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【配達地域指定郵便】

宛名書き不要
郵便番号で配達地域指定

エリアを絞り込んでの求人

郵便料金は＠２９円

年末年始は不可



リクルート用パンフレット作製
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年度別 採用ルート (単位：人数)

H28年度 H29年度 H30年度 ３年計

ハローワーク ６ ７ ２ １５

同上 (面談会) ３ ３ ３ ９

職員紹介 ３ ３ ９ １５

求人チラシ － １２ ５ １７

新卒（実習あり） ２ １ ０ ３

同上(実習なし) ２ １ １ ４

求人媒体 １ ０ ０ １

ホームページ ０ ０ ２ ２

その他 ２ １ １ ４

合 計 １９ ２８ ２３ ７０
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設備投資をするための資金捻出

1. 収入を増やす

2. 支出を抑える

3. 補助金を探し、最大限活用する

上記の１から３を組み合わせて捻出
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法人で使えるお金を増やす

・法人の総収入が増えれば、法人で使えるお金の額も増える

・利用者数の増加（稼働率のアップ）で、法人で使える金額も増加した

・Ｈ２１年度 ４５０百万円 → Ｈ２６年度 ５２８百万円 ＋７８百万円
（この間の施設の新設や定員増加、新事業展開はなし）

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

収入 450,008 476,349 510,803 513,823 517,573 528,780

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

550,000

総 収 入の推移 (事業活動計算書ベース)
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総収入の推移
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H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度計画

特養かすが ユニット 地域包括 居宅介護 通所介護 短期入所 従来特養

事業区分別の収益（売上）推移

H29/8 特養ささづ苑かすが開設
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収入（収益）を増やすには

• 収入（収益）とは

• 収入を増やすには
① 単価を上げる
② 数量を増やす

• 収入が増えると、法人で使えるお金が増える
＝ 利用者のため、職員のため、設備等のために使える

収入 ＝ 単価 × 数量

2019/11/16 24



支出（費用）を減らすには

• 支出（費用）とは

• 支出を減らすには
① 単価を下げる
② 数量を減らす

• （ムダな）支出を減らすと、その分だけ、他で使える

支出 ＝ 単価 × 数量
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経費削減による資金捻出（光熱費削減例）
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２．電気料金の推移

H26年度

H27年度

H28年度

H26年度 H27年度 H28年度 増減

光熱水費 25,267 19,384 18,422 ▲6,845

収益比 （5.03%） (3.91%) (3.67%) (▲1.36%)

電気料 11,583 10,805 9,887 ▲1,696

収益比 (2.31%) (2.18%) (1.97%) (▲0.34%)

１．光熱水費の推移
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人材確保等支援助成金（H30年度版）
（介護福祉機器助成コース）

厚生労働省（窓口：労働局）

・導入時 ２５％（上限150万円①）

・離職率等の目標達成時 ２０％
（上限150万円②）

・最大助成額 300万円(①＋②)

・対象：移動用リフト、特殊浴槽 等

・事前に導入・運用計画書を提出
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介護ロボット普及促進モデル助成金
富山県（窓口：県高齢福祉課）

・富山県独自の制度

・補助率 ２／３

・上限額 400万円

・対象：移乗支援型介護ロボット

・コンペ方式で２件採択

・導入機器の見学会開催が条件
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離床アシストロボットの導入
• リショーネＰｌｕｓ

H２９/１１ ２台導入
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福祉機器・介護ロボットの最新情報入手

• HCR展への職員派遣

H27年度から継続

(リショーネはここで見つけた)

• 業者への施設内デモの要請

2W ～ 1M 程度はＯＫ

• 他施設との情報交換

必要に応じて見学実施

ＨＣＲ展2019
9/25 － 9/27
東京ビッグサイト
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介護職員の離職者の状況

特養部における離職率                                                    H25年9月

期初人員数 採用者数 退職者数 うち採用後１年 離職率 うち採用後
① ② ③ 以内退職者数 ③÷（①＋②） １年以内離職率

平成２１年度 36 12 8 7 16.7% 87.5%

平成２２年度 38 9 11 8 23.4% 72.7%

平成２３年度 36 9 5 2 11.1% 40.0%

平成２４年度 40 2 1 0 2.4% 0.0%

平成２５年度 41 2 1 0 2.3% 0.0%

平成25年度以降も腰痛を理由に退職する職員は、ゼロが継続しています。
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腰痛予防対策モデル福祉施設

• H２５/１０ 富山県社協から県内初のモデル福祉施設に指定

• 県内外の施設から見学者や研修生を受入れ
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腰痛予防モデル福祉施設の指定

１ 利用者への安全・安心な個別ケアの提供

２ 利用者個々の特性に応じたケア（自律支援）の提供

３ 業務における職員の負担軽減（＝腰痛予防）

４ 職員の意識や介護技術の向上をもたらした

５ 県内外のネットワークができ、また、深まった

６ 県内施設における「ささづ苑」ブランドの確立？
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元気とやま！仕事と子育て両立支援企業

• 平成２６年８月 富山県知事から表彰

• 福祉用具導入等での雇用環境の整備

• 仕事と子育ての両立支援の取組み

• 働き方の見直し

ライフワークバランスの推進が評価
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女性が輝く元気企業とやま賞

福祉用具の導入により、女性が長く働きやすい環境づくりに積極的なことが受賞理由のひとつ
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がんばる介護事業所表彰

【評価のポイント】

・職員公募制による外部研修派遣

・意欲のあるパートの正職員への登用

・出産、子育て、ハラスメント等、何でも

相談できる窓口の設置

・福祉用具等導入による職場環境改善

H28年度新設 富山県内で４事業所が受賞
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求人募集時における法人ＰＲポイント
（＝他事業所との差別化）

• 腰痛予防対策に熱心な福祉施設

• 職員の労働環境に配慮してくれている施設

• 県内外での事例報告や講演会の依頼

• テレビや新聞などマスコミ報道による認知度ＵＰ
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能力主義の人事制度を採用

• 平成１８年に能力主義の人事制度を導入

① 年功序列型の賃金体系の廃止

② 職員の頑張りや意欲を組織(業務)に反映させる

• 導入理由

頑張っている人もそうでない人も処遇が同一なのは、

平等のようで、かえって不平等との考えから

• 平成22年にキャリアパス制度も構築し、職員に公開（周知）

→ 各職員が将来像を描ける体制を整備
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キャリアパスモデル
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平成２９年４月

介護職員のキャリアパスモデル
社会福祉法人 宣長康久会

等級 雇用形態 職位 役割

期待基準・任用の要件

年収目途段階的に期待
される能力

能力をフォローアップする研修 求められる
資格等

経験 評価
ＯＦＦ－ＪＴ ＯＪＴ

Ⅴ等級

正

職

員

理 事
施設長

運営責任

35経営マネジメント 経営協 経営者・役員講座

－ － － －
理事会
選任

700万円

34指導者育成 福祉施設長専門講座

33戦略策定 社会福祉法人経営セミナー

32財務管理 会計・決算実務 実践講座

31意思決定

Ⅳ等級
事務長
事業長

運営管理

30組織マネジメント 経営実践塾

－ － － 15年以上
理事長
施設長

600万円

29運営管理 社会福祉施設 管理職員研修

28施設管理 労務管理セミナー

27法令順守 人材マネジメント講座

26使命遂行

Ⅳ等級
Ⅲ等級

事業長 部門監督

25部門マネジメント

監督
職員
研修

施設長
面接

認知症介護
実践リーダー

11年以上
理事長
施設長

550万円

24リーダー育成 スーパーバイザー養成研修

23教育管理 認知症介護実践リーダー研修

22危機管理 リスクマネジメント研修

21労務管理 雇用管理責任者講習

Ⅲ等級

センター長

副 長
係 長

指導監督

20チームマネジメント 福祉人材確保・育成研修

役職者
研修

施設長
面接

認知症介護実践研修

介護支援専門員

社会福祉士
介護福祉士

8年以上
理事長
施設長

500万円

19制度理解

18教育指導 感染症に関する研修

17基礎医療知識 経営協 主任／係長講座

16プレゼンテーション

Ⅱ等級
主 任
副主任

熟練職

15リーダーシップ 社会福祉施設チームリーダー研修

直接
指導
研修

認知症介護実践研修

介護支援専門員

社会福祉士
介護福祉士

4年以上
理事長
施設長
事業長

400万円

14技術指導 ユニットリーダー研修

13業務遂行 認知症介護実践者等研修

12解決改善 リフト・リーダー研修

11問題発見 社会福祉施設中堅職員研修

Ⅰ等級 準
職
員
・嘱
託
職
員

一般職員
嘱託職員

介護業務

10自己表現 福祉職員コミュニケーション研修

中堅
職員
研修

個別
指導
研修

介護福祉士
実務者研修修了
初任者研修修了

－
施設長
事業長
係長

300万円

9基礎介護技術 福祉カレッジ 初任者研修

8日常援助技術 介護職員実務者研修

7介護知識 介護職員初任者研修

6サービスマナー

補助
嘱託職員
準職員

介護補助

5自己管理 接遇向上研修

新入
職員
研修

初任者研修修了 －
施設長
事業長
係長

200万円

4コミュニケーション 社会福祉施設新任職員研修

3観察

2傾聴

1ビジネスマナー



休日および休暇制度

• 年間休日 完全１２０日間

• リフレッシュ休暇制度 年１回 H23/7制定

連続５日間（公休２日＋有給３日）

• 有給休暇（うち3日間は時間単位で取得可能）

• 慶弔休暇、産前産後休暇、特別休暇、 育児休暇、
介護休暇

• 育児休業、介護休業

女性にも働きやすい職場づくりに注力
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人財育成には積極的に取り組む
施設レベル ＝ 各職員のレベルの総和

１．新入職員および中途採用職員 → 職員ハンドブックを貸与
指導・育成はマンツーマンによるＯＪＴを基本

２．施設内研修
法人職員や外部講師等を招いての職員研修

→ 受講した職員には時間外勤務手当を支給

３．外部研修派遣(一般企業向け含む)
外部研修は原則として公募制

４．自己啓発（キャリアアップ）支援制度
受講費補助、受講日は研修扱い
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指導マニュアルの見直し(ＯＪＴ評価シート)

2019/11/16

介護技術習得総括表 プリセプティ プリセプター

区分 ケア項目と内容 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

夜
勤 夜勤業務

夜間様子観察

コール対応

夜勤業務の把握

夜
間
緊
急

時 急変時の報告・対応

情報収集

オンコール

緊急搬送時対応

死亡時の対応

事
故
報
告

ひやりはっと・事故報告

状況把握

事故時の対応

事故報告の入力

ひやりの入力

予防策

記
録
・ケ
ア
プ
ラ
ン

ケア記録
ケア記録の入力

特記事項

アセスメント
情報収集

見直し・訂正

モニタリング

栄養ケアモニタリング

情報収集

変化の把握

ケアカンファレンス
カンファレンス参加

評価視点

報
告
・連
絡
・相
談

電話による連絡

話し方

応答

取次ぎ

報告・連絡・相談

報告

連絡

相談

行
事 行事

行事への参加

流れの把握

必要物品作成

起案作成

実施

評価

委
員
会

委員会

委員会への貢献

提出物

自己学習

企画

苑
の
理

念 ５S
経営理念

５Ｓ

行動指針

A・・・覚えている B・・・言われて気付ける
C・・・あまり覚えていない D・・・出来ない、体験していない

プリセプター評価マニュアル(前期)
高齢者ケアの基本的とらえ方

項目 チェック内容

高齢者の心身の特徴
老化、高齢者の身体的特徴を理解できているか。

高齢者の心、現在の状況を理解できているか。

利用者を安心させるための会話・行為

コミュニケーションの重要性を理解できているか。

コミュニケーションの基本姿勢ができているか。

利用者個々の特性に合ったコミュニケーションを行っているか。

認知症高齢者への接し方

認知症の特性を理解できているか。

認知症の方への基本的対応を理解し実施できているか。

突発的な行動が見られたときに落ち着いて行動が出来るか。

個々のカルテを読み現在までの経歴に目を通しているか。

日常生活の援助

項目 チェック内容

食事介助

食事の目的を理解できているか。

誤飲、誤嚥の症状を理解できているか。

食事に適した座位姿勢を理解しているか。

食事前に利用者の覚醒状態、食事意欲を確認できているか。

介助の際に開口、咀嚼、嚥下それぞれの動作を確認しながら介助を行っているか。

水分補給の必要性を理解できているか。

脱水症状の理解できているか。

個々にあった水分を提供できる。（トロミ、ゼリー、好み）

排泄介助

排泄の持つ意義を理解できているか。

車椅子使用利用者のADLに配慮したトイレ誘導（介助）ができるか。

独歩の利用者のADLに配慮したトイレ誘導（介助）ができるか。

オムツ、パットの使用法、正しい当て方を理解しているか。

オムツ交換を正しく実施できているか。

おむつ交換時の排便処理（清拭）ができるか。

陰部洗浄を正しく実施できるか。

利用者の尊厳、プライバシーに配慮することができているか。

排便の形状（量）を理解できているか。

排泄物に異常（変化）が見られた時に確実に報告ができているか。

排泄介助時皮膚観察を行い、異常時には報告、対応ができているか。

陰部洗浄

陰部洗浄の効果、必要性を理解できているか。

陰部洗浄の正しい手順を理解できているか。

陰部洗浄（泡洗浄）時に泡をしっかりと流しきっているか。

陰部洗浄後にしっかりと水気を拭き取っているか。

被評価者用 評価者用
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ＩＣＴ機器を用いた介護業務

• 介護業務は専用の介護支援ＰＣソフトを使用

• ケア記録等はＰＣおよびタブレット端末で入出力

• 職員間の連絡や利用者情報共有は社内ＬＡＮで

各種規程、介護関係マニュアル、様式集の収録
ケアカンファレンスや各会議録の公開
外部研修の受講希望者募集
職員間での情報伝達やメールでの連絡 など
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ＩＴ導入補助金2019 今年度分は終了

経済産業省（窓口：商工会議所等）

・導入経費の１／２

・助成額 ４0万円～450万円

・対象：ソフトウェア、導入経費 等

例① 帳票・書類作成をＩＴ化

例② 職員間の情報共有ツール

・事前にIT導入支援事業者と相談
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ＩＣＴ機器を活用しての業務

社内ＬＡＮシステムでの情報共有 タブレットを利用してのケア記録
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グループウエアによる情報共有と事務効率ＵＰ

導入時期：平成22年7月

• 施設長や事務所からの連絡
• 会議やカンファレンス記録の回付
• 就業規則・給与規程等の公開
• 各種マニュアルや様式集の収録
• 職員間のメールによる意思疎通
• スケジュールの開示 など

グループウェアでできること
（社内LANシステム）
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働き方改革への対応 H31/4実施

• 雇用年齢の引き上げ

定年60歳 → 65歳 継続雇用 65歳 → 70歳

• 年次有給休暇の取得促進

• 時間単位の有給休暇制度新設

• 夜勤免除を可とする特定正職員制度新設

• 法人をあげての時間外労働の半減運動展開

→ 月次ベースで実績を公表

• フルタイム準職員の正職員登用
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積極的な情報発信
• H29/9 ＨＰ リニューアル

⇅ リンク

• H31/1 ｆacebook 開設

• リクルート用パンフレット作製

• マスコミ等を用いたＰＲ
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新入職員研修での施設長講話から

１．業種は医療・福祉でなく、サービス業

２．収益マインド（経営感覚）をもって

３．仕事に対してスピード感をもって

４．問題意識をもって創意工夫で積極的にチャレンジ

５．地域とともに繁栄を
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手引書作成等のお手伝い医療大学等での取組み事例紹介

H28.02 ㈱ウィズ講演会 大阪市
H28.10 全国福祉用具相談研修機関協議会 東京都
H28.11 兵庫県社会福祉事業団 兵庫県
H29.01 介護労働安定センター愛知支部 金沢市
H29.01 宮城県リハビリ支援センター 仙台市
H29.03 茨城県福祉サービス振興会 水戸市
H30.03 ユニットケア研修フォーラム 横浜市

H28.03 福祉施設職員と福祉用具開発企業との交流会
H28.06 富山短期大学での特別授業
H28.12～ 介護ロボットニーズ・シーズ等連絡協議会
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全国社会福祉協議会 広報誌
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施設長として心がけていること

• 法人のポリシー ＝ 『Ｄｏ ＆ Ｔｈｉｎｋ』 とりあえずやってみよう
自分たちで考え、自分たちのアイディアを出す習慣

• 職員が動き易いように背中を押し、“かたち”にしてあげる

• “モノ”によっては、他の職員を巻き込み、法人を挙げての対応に

• そして、法人外部のヒト・モノ・カネをフルに活用する

→ 職員に成功体験を与え、モチベーションアップにつなげる

当法人の取り組み状況について、何でもお気軽にお問い合わせくださいませ。
TEL:076-467-1000 FAX:076-468-0001 MAIL:ins-m@sasazuen.or.jp
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TEL:076-467-1000

